
の
諸
君
で
海
軍
省
軍
事
普
及
部
か
ら
高
橋
中
佐
が
指
導
の
た
め
同
行
す
る
、

共
同
制
作
は
六
月
一
杯
に
完
成
、
八
月
十
一
日
か
ら
一
週
間
府
美
術
館
に
飾

っ
た
後
海
軍
省
に
獣
納
さ
れ
る
が
、
廿
九
日
午
後
三
時
か
ら
芝
水
交
社
に
集

従
来
海
に
閥
す
る
箱
甕
は
極
め
て
少
い
の
で
今
回
は
波
だ
け
を
テ
ー
マ
と

し
た
新
し
い
紛
を
作
り
上
げ
た
い

と
張
り
切
つ
て
語
っ
た
、
な
ほ
陸
軍
班
も
同
じ
く
共
同
制
作
の
上
南
京
の
司

令
部
〔
他
紙
に
は
司
令
部
将
校
集
会
所
と
あ
る
〕
へ
獣
奉
す
る
筈

油
画
科
で
は
昭
和
十

一
年
卒
業
の
ク
ラ
ス
が
城
信
義
追
悼
の
た
め
に
共
同
制

作
を
し
た
例

(766
頁
）
が
あ
る
が
、
今
回
の
制
作
は
進
ん
で
国
家
に
奉
仕
し
よ
う

と
い
う
気
持
を
表
し
た
も
の
で
、
百
五
十
号
の
海
に
因
む
絵
と
陸
に
因
む
絵
と

を
海
軍
班
と
陸
軍
班
と
が
一
点
ず
つ
制
作
し
た
。
前
者
は
怒
濤
を
描
き
、
後
者

は
「
初
夏
の
子
供
」
と
題
し
、
子
供
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
る
穏
や
か

な
惜
景
を
描
い
た
も
の
で
、
前
者
の
下
図
を
描
い
た
藤
本
東
一
良
氏
に
よ
れ

ば
、
と
も
に
写
実
的
な
作
風
で
、
軍
か
ら
骰
用
を
支
給
さ
れ
た
と
は
言
え
、

ま
っ
た
一
同
は

龍
起

百
年
ク
ラ
ス
會
と
名
づ
け
て
記
念
制
作
を
行
ふ
こ
と
4

な
り
海
軍
班
は
早
く

も
海
を
テ
ー
マ
に
七
尺
五
寸
に
七
尺
の
百
五
十
琥
の
大
作
を
描
く
こ
と
に
決

定
、
三
日
か
ら
二
週
間
千
葉
縣
勝
浦
町
礁
村
道
場
に
立
籠
り
朝
晩
は
道
場
生

と
同
じ
く
修
練
し
て
海
洋
魂
を
投
っ
た
上
、
翌
間
は
素
材
を
集
め
、
魂
を
打

込
ん
だ
『
海
』
の
縮
を
描
く
、
道
場
へ
立
籠
る
の
は

〔良
〕

大
柳
龍
男
、
盆
田
卯
咲
、

藤
本
東
一
郎
、
盆
永
端
、

中
江
泉
、
栂
松
正

利
、
山
尾
平
、
田
中
芳
郎
、
臼
田
輝
四
郎
、
元
田
乾
行
、
乙
葉
統
、
森
井士

⑮ 

皇
紀
二
千
六
百
年
祝
典

な
っ
た

気
を
鼓
舞
す
る
た
め
の
戦
争
画
で
は
な
く
、
銃
後
の
人
を
慰
め
る
た
め
に
描
い

た
も
の
で
、
し

か
も
、
誰
か
か
ら
指
示
、
指
祁
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
生
徒
た

ち
自
ら
発
案
し
、
完
成
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
作
品
の
所
在
は
不
明
で
あ
る

が
、
新
聞
に
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

結
ぶ
若
き
彩
管
の
糀
進

合
作
霊
II
初
夏
の
子
供
Ii

獣
納

今
春
東
京
美
術
學
校
油
壷
科
を
巣
立
っ

た
青
年
美
術
家
逹
が
結
成
し
て
ゐ
る

II
二
六

0
0
會
II

で
は
意
義
深
い
年
に
卒
業
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
た
め
陸

海
軍
獣
納
盟
の
共
同
制
作
を
翼
ひ
、
去
る
三
月
卒
業
以
来
精
進
し
て
ゐ
た
が

こ
の
程
完
成
、
廿
二
日
正
午
陸
軍
省
位
兵
部
に
出
頭
獣
納
の
手
績
を
と
つ

た
、
こ
の
獣
納
壷
に
心
身
を
打
込
ん
だ
若
人
は

大
澤
正
夫
、
本
城
正
、
興
椙
武
、
藤
本
東
―

―艮
、
大
柳
龍
男
、
乙
葉
統
、

小
野
田
弘
蒲
、

金
子
徳
術
、
竹
澤
甚
、
盆
永
端
、
宮
河
久
、
浅
井
堅
治
の

十
二
名

で
堂
林
社
小
林
萬
吾
盟
伯
の
熱
心
な
指
導
の
下
に
各
自
が
彩
管
報
國
の
梢
紳

を
こ
め
て
従
来
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
式
を
排
し
ク
プ
ロ
ー
の
形
を
持
っ
た
共
同

制
作

『
初
夏
の
子
供
』
を
完
成
し
た
も
の
で
陸
軍
で
は
非
常
に
感
激
し
早
速

南
京
穂
司
令
部
に
送
り
劇
務
に
疲
れ
た
将
兵
の
眼
を
、
心
を
慰
め
る
こ
と
4

な
お
海
軍
に
は
既
報
の
如
く
同
様
『
怒
濤
』
が
獣
納
さ
れ
た

（
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
三
日

『報
知
新
聞
』
）
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同 油画予科の「海の幸」（同）
運動会仮装競技スナッブ

抜群の出来だった油画科上級生の「クラン

ドル一族（レンプラント、サスキャ、法王、

僧侶外）」 （鵜飼毅氏提供）

同 漫画競争（同）
同 彫刻科の「ピラミッドとラクダ」（同）

前
出
『
振
り
か
え
っ
て
み
る
と
』
に
権
田
竜
太
郎
は
次
の
よ
う
に

品
し
て
い
る
。

皇
紀
二
六

0
0年
祝
典

式
場
へ
入
る
通
路
の
評
戒
陣
の
も
の
も
の
し
さ

皇
紀
二
六

0
0
年
式
典
、

宮
城
前
広
場
）

伝
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
一
日

右
側
に
、
軍
刀
を
さ
げ
、
。ヒ
ス
ト
ル
を
肩
か
ら
さ
げ
た
憲
兵
…

・
：
左
側
に
：
・
・
・
・
サ
ー
ベ
ル
を
さ
げ
た
舒
察
官
の
立
ち
な
ら
ぶ
中
を

我
々
学
生
代
表
は
一
列
に
な
っ
て
は
る
か
前
方
の
式
場
へ
入
る
。

、、

両
側
か
ら
と
ぴ
つ
き
そ
う
な
目
と
、
か
み
つ
き
そ
う
な
く
ち
を
し

た
笞
戒
陣
で
は
、
た
だ
と
お
る
だ
け
で
も
オ
ド
／
＼
し
て
し
ま
っ

て
、
何
と
も
あ
わ
れ
：
・
・:
。
美
校
代
表
本
科
二
年
22
オ

日
本
中
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
代
表
者
が
、
こ
こ
皇
居
前
広
場
に

集
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、
各
宮
殿
下
も

：
・
：
内
閣
諸
大
臣
も
わ
が
美
校
か
ら
も
学
年
か
ら
そ
れ
人
＼
一

名
（
計
五
名
）
が
代
表
と
し
て
参
加
：
・
：
・

お
祝
い
の
歌
詞
が
長
く
て
覚
え
切
れ
な
い
の
で
紙
に
か
い
て
前

の
人
の
背
に
吊
し
た
。
当
時
こ
の
広
場
の
こ
と
を
宮
城
前
と
い
っ

「
皇
紀
二
千
六
百
年
」
を
記
念
し
て
本
校
で
は
こ
の
年
十

二
月
二
日
に
運
動
会
が
開
か
れ
、
余
興
の
仮
装
大
会
に
は
各
科
が
腕

を
振
る
っ
た
（
写
真
参
照
）
。
『
振
り
か
え
っ
て
み
る
と
』
に
は
そ
の

様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お

た
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